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○ 無 線 設 備 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 八 号 ） の 一 部 を 改 正 す る 省 令 案 新 旧 対 照 表                   （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改  正  案 現    行 
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 第 一 章 ～ 第 三 章 （ 略 ） 

 第 四 章 業 務 別 又 は 電 波 の 型 式 及 び 周 波 数 帯 別 に よ る 無 線 設 備 の 条 件 

  第 一 節 ～ 第 四 節 の 二 十 二 （ 略 ） 

  第 四 節 の 二 十 二 の 二 （ 同 上 ） 

 

 

 

 

  第 四 節 の 二 十 三 ～ 第 九 節 （ 略 ） 

 第 五 章 （ 略 ） 

 

第 四 節 の 二 十 二 の 三 六 ・ 五 ㎓ 帯 又 は 七 ・ 五 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用

す る 陸 上 移 動 業 務 の 無 線 局 の 無 線 設 備 

（ 六 ・ 五 ㎓ 帯 又 は 七 ・ 五 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 業 務 の 無 線 局

の 無 線 設 備 ） 

第 四 十 九 条 の 二 十 五 の 二 の 二 公 共 の 業 務 を 遂 行 す る た め に 開 設 さ れ た 基 地 局 又

は 陸 上 移 動 局 で あ つ て 、 六 ・ 五 七 ㎓ を 超 え 六 ・ 八 七 ㎓ 以 下 又 は 七 ・ 四 二 五 ㎓ を

超 え 七 ・ 七 五 ㎓ 以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る も の （ 以 下 「 六 ・ 五 ㎓ 帯 又 は 七 ・

五 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 業 務 の 無 線 局 」 と い う 。 ） は 、 次 に 掲

げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

 一 通 信 方 式 は 、 周 波 数 分 割 複 信 方 式 で あ る こ と 。 

 二 変 調 方 式 は 、 四 相 位 相 変 調 、 一 六 値 直 交 振 幅 変 調 若 し く は 直 交 周 波 数 分 割

多 重 方 式 又 は こ れ ら の 方 式 と 同 等 以 上 の 性 能 を 有 す る も の で あ る こ と 。 

 三 空 中 線 電 力 は 、 二 ワ ッ ト 以 下 で あ る こ と 。 

 

別 紙 １  
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 四 送 信 又 は 受 信 す る 電 波 の 偏 波 は 、 水 平 偏 波 又 は 垂 直 偏 波 で あ る こ と 。 

 

第 九 節 五 四 ㎒ 以 上 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 し て 通 信 系 を 構 成 す る 固 定 局

の 無 線 設 備 

第 五 十 八 条 の 二 の 三 ・ 第 五 十 八 条 の 二 の 三 の 二 （ 略 ） 

 

    第 九 節 五 四 ㎒ 以 上 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 し て 通 信 系 を 構 成 す る 固 定

局 の 無 線 設 備 

第 五 十 八 条 の 二 の 三 ・ 第 五 十 八 条 の 二 の 三 の 二 （ 略 ） 

 

 （ 五 ・ 八 ㎓ 帯 、 六 ㎓ 帯 、 六 ・ 四 ㎓ 帯 又 は 六 ・ 九 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る

電 気 通 信 業 務 用 固 定 局 の 無 線 設 備 ） 

第 五 十 八 条 の 二 の 四 電 気 通 信 業 務 を 行 う こ と を 目 的 と し て 開 設 さ れ た 固 定 局 の

無 線 設 備 で あ つ て 、 五 ・ 九 二 五 ㎓ を 超 え 六 ・ 四 二 五 ㎓ 以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使

用 す る も の （ 以 下 「 六 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 電 気 通 信 業 務 用 固 定 局 」

と い う 。 ） は 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

 一 通 信 方 式 は 、 単 向 通 信 方 式 又 は 複 信 方 式 で あ る こ と 。 

 二 変 調 方 式 は 、 周 波 数 変 調 （ 主 搬 送 波 を ア ナ ロ グ 信 号 に よ り 変 調 す る も の 又

は デ ジ タ ル 信 号 及 び ア ナ ロ グ 信 号 を 複 合 し た 信 号 に よ り 変 調 す る も の に 限

る 。 第 五 十 八 条 の 二 の 五 及 び 別 表 第 二 号 第 6
8

に お い て 同 じ 。 ） 、 四 相 位 相 変 調 、

一 六 値 直 交 振 幅 変 調 、 六 四 値 直 交 振 幅 変 調 、 二 五 六 値 直 交 振 幅 変 調 若 し く は

直 交 周 波 数 分 割 多 重 方 式 又 は こ れ ら の 方 式 と 同 等 以 上 の 性 能 を 有 す る も の で

あ る こ と 。 

三 送 信 又 は 受 信 す る 電 波 の 偏 波 は 、 水 平 偏 波 又 は 垂 直 偏 波 で あ る こ と 。 

２ 電 気 通 信 業 務 を 行 う こ と を 目 的 と し て 開 設 さ れ た 固 定 局 の 無 線 設 備 で あ つ

て 、 五 ・ 八 五 ㎓ を 超 え 五 ・ 九 二 五 ㎓ 以 下 、 六 ・ 四 二 五 ㎓ を 超 え 六 ・ 五 七 ㎓ 以 下

又 は 六 ・ 八 七 ㎓ を 超 え 七 ・ 一 二 五 ㎓ 以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る も の （ 以 下

「 五 ・ 八 ㎓ 帯 、 六 ・ 四 ㎓ 帯 又 は 六 ・ 九 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 電 気 通 信

業 務 用 固 定 局 」 と い う 。 ） は 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な

い 。 

 一 通 信 方 式 は 、 複 信 方 式 で あ る こ と 。 

 （ 四 ㎓ 帯 、 五 ㎓ 帯 、 六 ㎓ 帯 、 六 ・ 五 ㎓ 帯 又 は 七 ・ 五 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用

す る 電 気 通 信 業 務 用 固 定 局 の 無 線 設 備 ） 

第 五 十 八 条 の 二 の 四 電 気 通 信 業 務 を 行 う こ と を 目 的 と し て 開 設 さ れ た 固 定 局

の 無 線 設 備 で あ つ て 、 三 ・ 六 ㎓ を 超 え 四 ・ 二 ㎓ 以 下 、 四 ・ 四 ㎓ を 超 え 五 ㎓ 以 下

又 は 五 ・ 九 二 五 ㎓ を 超 え 六 ・ 四 二 五 ㎓ 以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る も の は 、

次 の 各 号 の 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

一 通 信 方 式 は 、 単 向 通 信 方 式 又 は 複 信 方 式 で あ る こ と 。 

二 変 調 方 式 は 、 周 波 数 変 調 （ 主 搬 送 波 を ア ナ ロ グ 信 号 に よ り 変 調 す る も の 又

は デ ジ タ ル 信 号 及 び ア ナ ロ グ 信 号 を 複 合 し た 信 号 に よ り 変 調 す る も の に 限

る 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） 、 四 相 位 相 変 調 、 一 六 値 直 交 振 幅 変 調 、 六 四 値 直 交

振 幅 変 調 又 は 二 五 六 値 直 交 振 幅 変 調 で あ る こ と 。 

 

  

三 送 信 又 は 受 信 す る 電 波 の 偏 波 は 、 水 平 偏 波 又 は 垂 直 偏 波 で あ る こ と 。 

２ 電 気 通 信 業 務 を 行 う こ と を 目 的 と し て 開 設 さ れ た 固 定 局 の 無 線 設 備 で あ つ

て 、 六 、 五 七 〇 ㎒ を 超 え 六 、 八 七 〇 ㎒ 以 下 又 は 七 、 四 二 五 ㎒ を 超 え 七 、 七 五 〇

㎒ 以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る も の は 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な

け れ ば な ら な い 。 

 

 

 一 通 信 方 式 は 、 複 信 方 式 で あ る こ と 。 
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 二 変 調 方 式 は 、 六 四 値 直 交 振 幅 変 調 若 し く は 直 交 周 波 数 分 割 多 重 方 式 又 は こ

れ ら の 方 式 と 同 等 以 上 の 性 能 を 有 す る も の で あ る こ と 。 

 三 空 中 線 電 力 は 、 二 ワ ッ ト 以 下 で あ る こ と 。 

 四 送 信 又 は 受 信 す る 電 波 の 偏 波 は 、 水 平 偏 波 又 は 垂 直 偏 波 で あ る こ と 。 

 

 二 変 調 方 式 は 、 四 相 位 相 変 調 、 一 六 値 直 交 振 幅 変 調 、 三 二 値 直 交 振 幅 変 調 、

六 四 値 直 交 振 幅 変 調 又 は 一 二 八 値 直 交 振 幅 変 調 で あ る こ と 。 

 

 三 送 信 又 は 受 信 す る 電 波 の 偏 波 は 、 水 平 偏 波 又 は 垂 直 偏 波 で あ る こ と 。 

 

 （ 六 ・ 五 ㎓ 帯 又 は 七 ・ 五 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 固 定 局 の 無 線 設 備 ） 

第 五 十 八 条 の 二 の 四 の 二 六 ・ 五 ㎓ 帯 又 は 七 ・ 五 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る

固 定 局 （ 六 ・ 五 七 ㎓ を 超 え 六 ・ 八 七 ㎓ 以 下 又 は 七 ・ 四 二 五 ㎓ を 超 え 七 ・ 七 五 ㎓

以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 固 定 局 （ 放 送 の 業 務 の 用 に 供 す る も の を 除 く 。 ）

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 無 線 設 備 は 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば

な ら な い 。 

 一 通 信 方 式 は 、 複 信 方 式 で あ る こ と 。 

 二 変 調 方 式 は 、 四 相 位 相 変 調 、 一 六 値 直 交 振 幅 変 調 若 し く は 直 交 周 波 数 分 割

多 重 方 式 又 は こ れ ら の 方 式 と 同 等 以 上 の 性 能 を 有 す る も の で あ る こ と 。 

 三 空 中 線 電 力 は 、 二 ワ ッ ト 以 下 で あ る こ と 。 

 四 送 信 又 は 受 信 す る 電 波 の 偏 波 は 、 水 平 偏 波 又 は 垂 直 偏 波 で あ る こ と 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 五 十 八 条 の 二 の 八 削 除 

 （ 六 ・ 五 ㎓ 帯 又 は 七 ・ 五 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 し て 通 信 系 を 構 成 す る 固 定

局 の 無 線 設 備 ） 

第 五 十 八 条 の 二 の 八 六 ・ 五 七 ㎓ を 超 え 六 ・ 八 七 ㎓ 以 下 又 は 七 ・ 四 二 五 ㎓ を 超 え

七 ・ 七 五 ㎓ 以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 し て 通 信 系 を 構 成 す る 固 定 局 （ 電 気 通 信

業 務 及 び 放 送 の 業 務 の 用 に 供 す る も の を 除 く 。 ） の 無 線 設 備 は 、 次 の 各 号 の 条

件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

 一 通 信 方 式 は 、 複 信 方 式 で あ る こ と 。 

 二 変 調 方 式 は 、 四 相 位 相 変 調 、 一 六 値 直 交 振 幅 変 調 、 三 二 値 直 交 振 幅 変 調 、

六 四 値 直 交 振 幅 変 調 又 は 一 二 八 値 直 交 振 幅 変 調 で あ る こ と 。 

 三 送 信 又 は 受 信 す る 電 波 の 偏 波 は 、 水 平 偏 波 又 は 垂 直 偏 波 で あ る こ と 。 
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別表第一号（第５条関係） 別表第一号（第５条関係） 

周波数の許容偏差の表（略） 周波数の許容偏差の表（同左） 

注１～30（略） 注１～30（同左） 

31 次に掲げる固定局、陸上局及び移動局の送信設備に使用する電波の周波数

の許容偏差は、この表に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。 

31 次に掲げる固定局、陸上局及び移動局の送信設備に使用する電波の周波

数の許容偏差は、この表に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。 

(1)～(8)（略） (1)～(8)（同左） 

(9) 6.5ＧＨｚ帯又は 7.5ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する固定局（(5)

及び(7)のイに掲げるものを除く。）  20（10－６） 

(9) 6.5ＧＨｚ帯又は 7.5ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用して通信系を構

成する固定局（(6)及び(8)のイに掲げるものを除く。）  20（10－６） 

(10)～(13)（略)  (10)～(13)（同左)  

(14) 54.25ＧＨｚを超え59ＧＨｚ以下の周波数の電波を使用するもの（(7)

に掲げるものを除く。） 200（10―６） 

   (14) 54.25ＧＨｚを超え 59ＧＨｚ以下の周波数の電波を使用するもの

（(8)に掲げるものを除く。） 200（10―６） 

(15)～(18)（略） 

(19) 6.5ＧＨｚ帯又は 7.5ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動業

務の無線局 20（10－６） 

(20) ６ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する電気通信業務用固定局 20（10

－６） 

(21) 5.8ＧＨｚ帯、6.4ＧＨｚ帯又は 6.9ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用す

る電気通信業務用固定局  20（10－６） 

  (15)～(18)（同左） 

 32～56 （略）  32～56 （同左） 

別表第二号（第６条関係） 

 第１～第 66 （略） 

 第 67 6.5ＧＨｚ帯又は 7.5ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動業務

の無線局の無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、第１から第４までの規定

にかかわらず、次のとおりとする。この指定をする場合には、電波の型式に

冠して表示する。 

  １ 変調方式が四相位相変調、一六値直交振幅変調又はこれらの方式と同等

以上の性能を有するものの場合 

別表第二号（第６条関係） 

 第１～第 66 （同左） 
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   (1) チャネル間隔が 2.5ＭＨｚのもの 2.5ＭＨｚ(7.5ＧＨｚ帯の周波数

の電波を使用するものに限る。) 

(2) チャネル間隔が５ＭＨｚのもの ５ＭＨｚ 

   (3) チャネル間隔が 10ＭＨｚのもの 9.5ＭＨｚ 

   (4) チャネル間隔が 20ＭＨｚのもの 19ＭＨｚ 

   (5) チャネル間隔が 30ＭＨｚのもの 28.5ＭＨｚ 

  ２ 変調方式が直交周波数分割多重方式の場合は、次に掲げる式により求め

られる値であり、かつ、１の占有周波数帯幅の許容値以下とする。この場

合において、500ｋＨｚ未満の端数が生じたときはこれを 500ｋＨｚに繰り

上げた値とし、500ｋＨｚを超え１ＭＨｚ未満の端数が生じたときはこれを

１ＭＨｚに繰り上げた値とする。 

    fcl×サブキャリア数×1.1 

    fcl：クロック周波数（ＭＨｚ） 

 第 68 ６ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する電気通信業務用固定局の無線設備

の占有周波数帯幅の許容値は、第１から第４までの規定にかかわらず、次の

とおりとする。この指定をする場合には、電波の型式に冠して表示する。 

  １ 変調方式が周波数変調、四相位相変調、一六値直交振幅変調、六四値直

交振幅変調、二五六値直交振幅変調又はこれらの方式と同等以上の性能を

有するものの場合 

(1) チャネル間隔が５ＭＨｚのもの ５ＭＨｚ 

(2) チャネル間隔が 10ＭＨｚのもの 9.5ＭＨｚ 

(3) チャネル間隔が 20ＭＨｚのもの 18.5ＭＨｚ 

(4) チャネル間隔が 40ＭＨｚのもの 36.5ＭＨｚ 

(5) チャネル間隔が 60ＭＨｚのもの 53.5ＭＨｚ 

  ２ 変調方式が直交周波数分割多重方式の場合は、次に掲げる式により求め

られる値であり、かつ、１の占有周波数帯幅の許容値以下とする。この場

合において、500ｋＨｚ未満の端数が生じたときはこれを 500ｋＨｚに繰り
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上げた値とし、500ｋＨｚを超え１ＭＨｚ未満の端数が生じたときはこれを

１ＭＨｚに繰り上げた値とする。 

    fcl×サブキャリア数×1.1 

    fcl：クロック周波数（ＭＨｚ） 

 第 69 5.8ＧＨｚ帯、6.4ＧＨｚ帯又は 6.9ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する

電気通信業務用固定局の無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、第１から第

４までの規定にかかわらず、次のとおりとする。この指定をする場合には、

電波の型式に冠して表示する。 

  １ 変調方式が六四値直交振幅変調又は同等以上の性能を有するものの場合

は、28.5ＭＨｚとする。 

  ２ 変調方式が直交周波数分割多重方式の場合は、次に掲げる式により求め

られる値であり、かつ、28.5ＭＨｚ以下とする。この場合において、500

ｋＨｚ未満の端数が生じたときはこれを 500ｋＨｚに繰り上げた値とし、

500ｋＨｚを超え１ＭＨｚ未満の端数が生じたときはこれを１ＭＨｚに繰

り上げた値とする。 

    fcl×サブキャリア数×1.1 

    fcl：クロック周波数（ＭＨｚ） 

 第 70 6.5ＧＨｚ帯又は 7.5ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する固定局の無線

設備の占有周波数帯幅の許容値は、第１から第４までの規定にかかわらず、

次のとおりとする。この指定をする場合には、電波の型式に冠して表示する。

  １ 変調方式が四相位相変調、一六値直交振幅変調又はこれらの方式と同等

以上の性能を有するものの場合 

   (1) チャネル間隔が 2.5ＭＨｚのもの 2.5ＭＨｚ(7.5ＧＨｚ帯の周波数

の電波を使用するものに限る。) 

(2) チャネル間隔が５ＭＨｚのもの ５ＭＨｚ 

   (3) チャネル間隔が 10ＭＨｚのもの 9.5ＭＨｚ 

   (4) チャネル間隔が 20ＭＨｚのもの 19ＭＨｚ 
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   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 省 令 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 経 過 措 置 ） 

２ こ の 省 令 の 施 行 の 際 現 に 免 許 若 し く は 予 備 免 許 を 受 け 、 又 は 免 許 の 申 請 を し て い る 、 こ の 省 令 に よ る 改 正 前 の 設 備 規 則 第 五 十 八 条 の 二 の 四 第 一 項 に 規 定 す る

無 線 局 の う ち 五 ・ 九 二 五 ㎓ を 超 え 六 ・ 四 二 五 ㎓ 以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る も の の 無 線 設 備 の 条 件 に つ い て は 、 こ の 省 令 に よ る 改 正 後 の 設 備 規 則 別 表 第 一 号

の 規 定 に か か わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。 

   (5) チャネル間隔が 30ＭＨｚのもの 28.5ＭＨｚ 

   (6) チャネル間隔が 40ＭＨｚのもの 36.5ＭＨｚ（電気通信業務用固定

局に限る。） 

  ２ 変調方式が直交周波数分割多重方式の場合は、次に掲げる式により求め

られる値であり、かつ、１の占有周波数帯幅の許容値以下とする。この場

合において、500ｋＨｚ未満の端数が生じたときはこれを 500ｋＨｚに繰り

上げた値とし、500ｋＨｚを超え１ＭＨｚ未満の端数が生じたときはこれを

１ＭＨｚに繰り上げた値とする。 

    fcl×サブキャリア数×1.1 

    fcl：クロック周波数（ＭＨｚ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


